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1 はじめに
物理の理論では，現象を単純化するために「線型性」をしばしば仮定します．簡単に言え
ば，波が 2方向からやってきて交差した後，そのまま素通しで互いの影響を受けないような
状況です．でも考えれば分かる通り，例えば 2台の車が衝突せずに正面からスーッと通り抜
けることはあり得ません．このように，現実の系では「衝突」「散乱」といった非線形現象
が観測されます．実際にこれらの現象を波動の立場から理解しようとする取り組みの一環が
「非線形波動」の研究 [1][2]です．

本講演では特に，2体散乱の問題を非線形波動の立場から理解することを目標にします．

2 講演内容
2.1 非線形波動方程式の氏と素性

2.2 重ね合わせの原理の破れ

2.3 非線形波動方程式の仲間たち

2.4 非線形波動と物理

2.5 まとめ
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